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議会だより 2004－2

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
市
民
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
不
肖
私
、
昨
年
の
十
二
月
四
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
臨
時
議
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
得
ま
し
て

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
共
に
、
そ
の

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ
り
ま

す
が
、
議
員
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

い
た
だ
き
、
執
行
部
と
共
に
市
発
展
と
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
に
懸
命
の
努
力
を
傾
注

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
迎
え
ま
し
て
、
我
が
国

の
政
治
、
経
済
、
社
会
全
体
に
大
き
な
変

革
の
波
が
迫
り
つ
つ
あ
り
、
市
を
取
り
巻

く
環
境
も
大
き
な
転
換
期
に
あ
り
ま
す
。

極
め
て
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
執
行

部
の
ご
努
力
に
よ
り
ま
し
て
新
市
建
設
の

た
め
の
諸
施
策
が
着
々
と
推
進
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
に
は
、
執
行
部
と
議
会
が
正

し
く
相
携
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
存
じ
ま
す
。

私
ど
も
は
議
会
の
立
場
か
ら
、
民
意
を

反
映
し
た
行
政
運
営
を
図
り
、
市
民
皆
様

の
負
託
に
応
え
る
べ
く
誠
心
誠
意
職
責
を

全
う
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
と
ぞ
皆
様
の
格
段
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、選
挙
後
の
初
議
会
に
お
い
て
、

議
員
各
位
の
御
推
挙
を
い
た
だ
き
副
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

国
の
経
済
・
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
状

態
で
地
方
自
治
体
も
同
様
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

地
方
分
権
が
推
進
さ
れ
る
な
か
で
地
域

の
特
性
に
あ
っ
た
政
策
が
求
め
ら
れ
る
時

代
と
な
り
ま
し
た
。
従
来
型
で
な
く
自
己

決
定
・
自
己
責
任
の
原
則
の
も
と
に
、
自

主
的
体
系
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
様
に
重
要
な
時
期
に
選
任
さ
れ
た

わ
け
で
す
が
、「
東
か
が
わ
市
」
の
発
展
、

議
会
の
活
性
化
と
改
革
に
取
り
組
み
、
円

滑
な
議
会
運
営
に
全
力
を
尽
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

市
民
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
指
導
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長

田 中 孝 博

議長に田中孝博氏、議長に田中孝博氏、�
　副議長に井上弘志氏を　副議長に井上弘志氏を�
　　　　　　選出いたしました。　　　　　　選出いたしました。�

議長に田中孝博氏、議長に田中孝博氏、�
　副議長に井上弘志氏を　副議長に井上弘志氏を�
　　　　　　選出いたしました。　　　　　　選出いたしました。�

議長に田中孝博氏、議長に田中孝博氏、�
　副議長に井上弘志氏を　副議長に井上弘志氏を�
　　　　　　選出いたしました。　　　　　　選出いたしました。�

議長に田中孝博氏、�
　副議長に井上弘志氏を�
　　　　　　選出いたしました。

ご
あ
い
さ
つ

副議長

井 上 弘 志

ご
あ
い
さ
つ

▲豊かな自然に囲まれたわが街
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●副委員長

3

①住民が主役一人の人を大切に

誰もが安心して暮らせる地域

づくりを目指します。

②東かがわ市引田1009－4

③33－6040

飛谷
とびたに

美
よし

江
え

（61歳）

①イラクに自衛隊の派兵は人道

復興支援になりません。憲法

9条守る立場こそ必要です。

②東かがわ市帰来677

③24－0689

東本
ひがしもと

政行
まさゆき

（52歳）

①市民の声を議会へ上げ、予算

の有効な使いみちの見張り役

を目指します。

②東かがわ市引田2099－1

③33－3777

石橋
いしばし

英
ひで

雄
お

（54歳）

①厳しい社会状況の中ですが、

市の将来を第一に考え、判断

していきたいと思います。

②東かがわ市白鳥2868

③24－0762

藤
ふじ

井
い

秀
ひで

城
き

（52歳）

①市民の声を聞き、反映させ、

見直せるものは見直し、良か

ったといえる街づくりに。

②東かがわ市西村76－1

③24－3661

田
た

中
なか

貞
さだ

男
お

（52歳）

①東かがわ市が、住み良くて、

活気のある街に成る様、市民

の手足となって動きたい。

②東かがわ市三本松70

③25－2841

元網
もとあみ

正具
まさとも

（65歳）

①市政一新�この地を愛する者

として、住んで良かったと言

える街づくりに努めます。

②東かがわ市南野53－5

③33－3805

好村
よしむら

昌明
まさあき

（61歳）

①市民の声に耳を傾けながら、

新生、東かがわ市発展の為、

全力を尽します。

②東かがわ市五名2422

③29－2140

大山
おおやま

圓
まど

賀
か

（54歳）

●委員長
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議会だより 2004－2

民生常任委員会民生常任委員会

●副委員長

①子どものしあわせと高齢者の

元気が現役世代の負担の軽減

につながるよう努力します。

②東かがわ市落合116－1

③25－8451

安西
あんざい

忠重
ただしげ

（65歳）

①「生活不安のない東かがわ市、

平和な日本」とするため、皆

さんと共に歩んでいきます。

②東かがわ市西村602－1

③25－8206

鈴
すず

江
え

代志子
よ し こ

（56歳）

①住みよい街づくりに市民の声

をできるだけ反映させるため

に努力していきます。

②東かがわ市町田614

③25－0370

矢野
や の

昭
あき

男
お

（60歳）

①現場にこそ真実があるをモッ

トーに小さい事からこつこつ

とやっていきます。

②東かがわ市黒羽甲460

③33－6413

中川
なかがわ

利
とし

雄
お

（54歳）

①少子高齢化の本格的な到来。

生活者の目線に立ち、「現場第

一主義」で福祉施策に挑戦。

②東かがわ市三本松21－10

③25－1494

楠
くす

田
だ

敬（57歳）

①住民自治が叫ばれている現在、

今一度、議会、又議員の意義

を真摯に考えたい。

②東かがわ市中山759

③24－0680

西川
にしかわ

良則
よしのり

（55歳）

①より多くの住民の幸せのため、

住民の声の正・誤の判断が出

来る議員でありたいと思う。

②東かがわ市大谷820－2

③25－5693

池
いけ

田
だ

禎広
よしひろ

（63歳）

①生涯スポーツの育成をはかり

「いきいき高齢社会」の実現

に努めます。

②東かがわ市川東298

③25－1617

井上
いのうえ

弘
ひろ

志
し

（57歳）

●委員長
たかし

※年齢は2月1日現在

①コメント
②住所
③電話番号

議 員 の 紹 介
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建設経済常任委員会建設経済常任委員会

●副委員長

①情報公開に努め、行政と市民

の協働による元気なまちづく

りを目指します。

②東かがわ市与田山267

③27－2306

木
き

村
むら

ゆみ（54歳）

①政治は夢、夢は力。民意にそ

って邁進します。

②東かがわ市白鳥2037－3

③24－0329

田
た

中
なか

孝博
たかひろ

（51歳）

①市民の声が素直に議論出来る、

新生東かがわ市議会の為に頑

張ります。

②東かがわ市引田299－9

③33－5427

尾
お ざき

照
てる

子
こ

（59歳）

①主役は市民、財政の公正・健

全・効率化を果たし、共生の

街づくりに努めます。

②東かがわ市三本松1295－41

③24－3621

板坂
いたさか

良彦
よしひこ

（56歳）

①二期目を迎え、これからが正

念場です。いずれにしても、

すぐ動きます。

②東かがわ市松原469

③25－0759

（59歳）

①東かがわ市民の生活道路の充

実と、福祉の向上をめざしま

す。

②東かがわ市引田2619－1

③33－3494

池
いけ

田
だ

正
まさ

美
み

（56歳）

①会派の同志と切磋琢磨し、東

かがわ市の発展に努める。

②東かがわ市引田2661－29

③33－2386

清船
きよふね

豊
とよ

志
し

（54歳）

①監査として、最小の経費で最

大の効果を挙げるよう行政運

営の発展に努めてまいります。

②東かがわ市湊1299－3

③25－3088

原
はら

井
い

則佳
のりよし

（59歳）

●委員長

橋本
はしもと

守
まもる

※年齢は2月1日現在

①コメント
②住所
③電話番号

議 員 の 紹 介
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①
低
開
発
地
域
工
業
開
発
に
関

す
る
市
税
の
特
別
措
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

②
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

条
例
の
制
定

条
例
の
制
定

①
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る

条
例

②
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
に

関
す
る
条
例

☆
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る

委
員
の
定
数
は
二
〇
人
と
す

る
。

選
挙
区
委
員
の
定
数
は
、
旧

引
田
五
人
、
旧
白
鳥
七
人
、

旧
大
内
八
人
。

条
例
の
改
正

条
例
の
改
正

平成15年度一般会計補正予算

△316,875千円

179億2243万4千円

補 正 額

補 正 後

平成15年度特別会計補正予算

会　　　　　計　　　　　別

介 護 保 険 事 業 71,208千円

老 人 保 健 事 業 17,371千円

公 共 下 水 道 事 業 △840千円

白 鳥 温 泉 事 業 △4,958千円

農 業 集 落 排 水 事 業 △33,898千円

5,508千円

△13,024千円

0千円

60千円

補　正　額

2,935,788千円

5,315,232千円

177,447千円

136,604千円

774,202千円

716,471千円

645,600千円

180,237千円

442,894千円

補　正　後

水 道 事 業

収益的収入

〃　支出

資本的収入

〃　支出



総務文教常任委員会報告総務文教常任委員会報告�総務文教常任委員会報告総務文教常任委員会報告�総務文教常任委員会報告総務文教常任委員会報告�総務文教常任委員会報告�総務文教常任委員会報告�

7

問

非
常
備
消
防
で
自
主
防
災

組
織
助
成
金
で
、
い
く
つ
の
自

治
会
が
加
入
し
、
ど
の
地
区
が

少
な
い
か
。

答

三
地
区
で
八
十
二
団
体
が

結
成
済
で
あ
り
、
白
鳥
地
区
が

少
な
い
。

問

防
犯
灯
の
修
繕
費
は
、
カ

バ
ー
も
取
り
替
え
る
の
か
。

答

防
犯
灯
の
球
切
れ
を
考
え

て
お
り
、
今
後
カ
バ
ー
等
に
つ

い
て
も
対
応
を
考
え
た
い
。

問

職
員
手
当
は
、
行
財
政
改

革
の
中
、良
い
こ
と
で
あ
る
が
、

説
明
不
足
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

答

部
課
長
会
を
通
じ
改
正
に

つ
い
て
説
明
し
、
基
本
的
に
は

理
解
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

問

文
化
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

今
後
ど
う
考
え
る
か
。

答

多
額
の
経
費
が
か
か
る
場

合
、
所
定
の
手
続
き
に
よ
る
計

画
案
を
十
分
に
審
査
し
、
対
応

し
て
い
く
。

問

地
域
情
報
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
基
本
設
計
で
、
具
体
的
な
設

計
委
託
は
ど
こ
ま
で
行
う
考
え

か
。

答

例
え
ば
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｐ
電

話
等
々
何
を
市
民
が
望
ん
で
い

る
か
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、

基
本
計
画
を
考
え
た
い
。

問

町
並
み
交
流
拠
点
施
設
関

係
で
、
地
元
理
解
は
十
分
で
あ

る
か
。
又
予
算
は
最
終
的
な
金

額
で
あ
る
の
か
。

答

地
元
関
係
者
と
相
談
を
し
、

調
査
し
住
民
の
協
力
を
得
な
が

ら
進
め
、
新
た
な
予
算
は
考
え

て
い
な
い
。

問

確
定
申
告
の
説
明
会
場
は
、

今
回
ど
う
す
る
の
か
。

答

従
前
ど
お
り
旧
町
で
行
っ

て
い
る
会
場
で
行
う
。

▲古い町並みが残る引田地区
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問

公
害
対
策
費
の
検
査
手
数

料
に
つ
い
て
、
既
に
検
査
を
実

施
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
実

施
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の

結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

答

緊
急
を
要
し
た
た
め
既
に

検
査
を
終
了
し
、
基
準
以
下
の

数
値
で
あ
っ
た
こ
と
の
検
査
結

果
を
地
元
自
治
会
に
伝
え
、
了

解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問

住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
二

次
稼
動
開
発
委
託
料
に
つ
い
て

住
基
ネ
ッ
ト
の
個
人
情
報
の
保

護
に
欠
陥
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
の
新
聞
報
道
が
な
さ
れ
た

が
、
当
市
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答

新
聞
報
道
が
な
さ
れ
た
の

は
、
長
野
県
が
侵
入
テ
ス
ト
を

行
っ
た
結
果
の
件
だ
が
、
結
論

か
ら
言
え
ば
、
原
因
は
自
治
体

の
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
回
線
と
住
基

ネ
ッ
ト
の
回
線
が
接
続
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
当

市
の
場
合
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
の

回
線
と
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
回
線
が

接
続
さ
れ
て
い
な
い
。
長
野
県

の
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

か
ら
の
侵
入
は
出
来
な
か
っ
た

が
、
あ
る
自
治
体
の
公
民
館
の

端
末
か
ら
侵
入
し
た
と
い
う
こ

と
で
、
当
然
、
当
市
は
そ
う
い

う
こ
と
が
無
い
の
で
ま
ず
万
全

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

出
向
い
て
実
施
し
て
い
る
。
内

容
に
つ
い
て
は
、
人
権
即
同
和

問
題
の
話
と
い
う
感
じ
を
持
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
は

そ
う
で
は
な
く
様
々
な
問
題
に

つ
い
て
話
す
こ
と
で
あ
り
、
必

ず
同
和
問
題
で
あ
る
と
の
思
い

込
み
で
無
く
参
加
さ
れ
た
い
と

の
話
も
し
て
い
る
。
今
年
は
こ

う
し
た
座
談
会
と
一
部
自
治
会

で
は
講
演
会
を
実
施
し
て
お
り
、

来
年
以
降
に
つ
い
て
は
一
箇
所

に
自
由
に
市
民
が
参
加
し
、
い

ろ
ん
な
体
験
を
し
て
い
た
だ
く

「
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
も

隔
年
ご
と
に
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
五
箇
年
の
う
ち
で

一
回
は
各
自
治
会
で
の
小
座
談

会
を
お
願
い
す
る
計
画
で
あ
る
。

問

介
護
予
防
ア
ン
ケ
ー
ト
委

託
料
の
件
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
対
象
者
と
そ
の
人
数
は

何
名
に
な
る
の
か
。

答

対
象
者
は
六
五
歳
以
上
の

者
か
ら
介
護
認
定
者
を
除
く
お

よ
そ
九
四
〇
〇
人
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

問

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
・
支
援
サ
ー
ビ
ス
等

給
付
費
の
居
宅
支
援
住
宅
改
修

費
に
つ
い
て
、
業
者
の
見
積
も

り
金
額
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
が

甘
い
の
で
は
な
い
か
。

答

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら

内
容
、
見
積
書
、
の
提
出
が
あ

り
、
上
限
額
と
し
て
は
、
一
件

二
〇
万
円
と
い
う
こ
と
で
、
段

差
改
修
、
ト
イ
レ
改
修
、
手
摺

取
り
付
け
な
ど
、
そ
の
見
積
も

り
に
基
づ
い
て
支
援
対
象
に
な

る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

い
る
。

民生常任委員会報告民生常任委員会報告�民生常任委員会報告民生常任委員会報告�民生常任委員会報告民生常任委員会報告�民生常任委員会報告�民生常任委員会報告�

問

人
権
対
策
費
に
つ
い
て
、

今
、
各
自
治
会
で
「
し
あ
わ
せ

づ
く
り
」
が
小
冊
子
を
使
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
同
和
対
策
事
業
の
次

元
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
続
い

て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
人
が

非
常
に
多
い
気
が
し
た
。
今
ま

で
通
り
の
人
権
啓
発
を
や
る
の

か
ど
う
か
。

答

五
箇
年
計
画
と
い
う
こ
と

で
、
座
談
会
形
式
の
啓
発
活
動

は
今
年
は
八
一
箇
所
の
二
〇
所

帯
程
度
の
小
座
談
会
に
職
員
が ▲住民基本台帳カード
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問

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
で
の
西
山
地
区
の
事
業
費

が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
十
六

年
度
で
完
成
す
る
の
か
。

答

地
元
に
も
平
成
十
六
年
度

で
供
用
開
始
と
い
う
こ
と
で
了

解
を
得
て
お
り
ま
す
。

問

水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

施
設
が
雷
被
害
に
あ
っ
た
が
、

保
険
料
で
間
に
合
っ
た
の
か
。

答

修
復
経
費
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
で
す
べ
て
間
に
合
っ
た
。

問

一
般
会
計
で
は
、
五
名
大

楢
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
第
二

水
源
整
備
補
助
金
は
、
何
に
使

う
の
か
。

答

台
風
時
の
濁
流
で
浄
水
場

が
機
能
し
な
く
な
っ
た
の
で
、

渓
流
に
第
二
水
源
と
し
て
井
戸

を
掘
る
経
費
を
補
助
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

問

土
木
費
で
通
信
運
搬
費
の

内
訳
は
何
か
。

答

市
営
住
宅
で
強
制
退
去
の

場
合
に
す
べ
て
家
財
道
具
を
移

動
し
て
空
き
家
に
す
る
た
め
の

運
送
料
で
あ
り
ま
す
。

建設経済常任委員会報告建設経済常任委員会報告�建設経済常任委員会報告建設経済常任委員会報告�建設経済常任委員会報告建設経済常任委員会報告�建設経済常任委員会報告�建設経済常任委員会報告�

▲急ピッチで進む安戸池体験学習施設

問

農
林
水
産
業
費
で
の
、
ソ

ル
ト
レ
イ
ク
ひ
け
た
の
出
資
金

が
追
加
補
正
さ
れ
て
い
る
が
、

第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
立
ち
上

げ
た
後
の
見
通
し
、
つ
ま
り
は

入
場
者
数
、
収
入
経
費
の
見
込

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
市
が
出
資

す
る
の
で
あ
り
経
営
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
事
業

計
画
は
ど
う
な
の
か
。

答

体
験
学
習
の
た
め
の
施
設

で
あ
り
、
多
く
の
利
用
客
は
見

込
め
な
い
が
、
第
三
セ
ク
タ
ー

に
し
て
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
利

用
し
て
経
営
し
て
行
き
た
い
。

▲環境整備の整う西山地区処理施設
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議会だより 2004－2

橋
本
　
　
守

地
場
産
業
の
支
援

一�

般�

質�

問� 13人が�
質問に立つ�

問

地
域
の
発
展
は
、
そ
こ
に

成
長
す
る
産
業
が
あ
る
か
否
か

に
、
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

東
か
が
わ
市
の
昨
今
の
状
況

を
見
ま
す
と
、
買
い
物
客
は
高

松
や
鳴
門
へ
流
れ
、
三
本
松
商

店
街
は
さ
び
れ
つ
つ
あ
り
、
手

袋
産
業
は
空
洞
化
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ハ
マ
チ
養
殖
に
つ
い

て
は
各
地
に
手
強
い
競
争
相
手

が
出
て
、
今
や
、
昔
日
の
勢
い

は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

成
す
る
こ
と
は
、
東
か
が
わ
市

と
し
て
大
変
重
要
な
課
題
と
し

て
捕
ら
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、旧
来
の
イ
メ
ー
ジ
の
、

「
地
場
産
業
支
援
」
と
い
う
こ

と
に
止
ま
ら
ず
、
幅
広
く
新
し

い
事
業
を
起
こ
す
こ
と
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
所
管
の
経
済

課
に
人
員
の
補
強
並
び
に
組
織

強
化
の
た
め
の
組
織
改
正
を
行

っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
、

今
般
、
課
内
室
で
は
あ
り
ま
す

が
、
商
工
観
光
推
進
室
を
設
置

し
、対
応
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

田
中
　
貞
男

白
鳥
ダ
ム

建
設
に
つ
い
て

問

白
鳥
ダ
ム
建
設
に
は
、
多

く
の
住
民
の
考
え
を
聞
き
、
財

政
負
担
三
二
億
必
要
、
ダ
ム
か

ら
の
水
三
〇
〇
〇
ト
ン
、
十
九

年
度
か
ら
県
営
水
道
三
〇
〇
〇

ト
ン
、
十
五
年
前
の
計
画
を
見

の
財
政
の
悪
化
。
国
土
交
通
省

は
、
直
轄
事
業
の
抜
本
的
な
見

直
し
を
行
う
見
通
し
で
あ
る
。

社
会
情
勢
の
中
、
後
世
に
悔
い

を
残
さ
な
い
た
め
に
も
、
水
源

確
保
の
た
め
の
選
択
肢
を
広
げ

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

十
分
に
議
論
を
重
ね
、
方
向
性

を
見
極
め
て
ま
い
り
た
い
。

直
す
か
、
継
続
か
、
情

報
公
開
を
し
、
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答

こ
の
事
業
は
、
足

か
け
十
五
年
の
歳
月
が

流
れ
、
県
の
予
備
調
査

そ
の
後
、
国
庫
補
助
に

よ
り
実
施
計
画
、
国
の

事
業
採
択
に
な
る
大
切

な
段
階
で
あ
る
。
重
力

式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
、

堤
高
五
六
メ
ー
ト
ル
、

貯
水
量
六
七
五
ト
ン
、

県
内
五
番
目
で
、
日
量

三
〇
〇
〇
ト
ン
の
利
水

を
受
け
る
。
三
二
億
の

費
用
の
内
、
約
半
分
は

国
・
県
の
補
助
で
あ
る

が
、
急
速
に
進
み
つ
つ

あ
る
国
・
県
・
市
町
村

▲活性が期待される地場産業

何
と
し
て
も
地
場
産
業
を

支
援
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
現

在
の
東
か
が
わ
市
の
行
政
組

織
を
見
る
と
、
地
場
産
業
を

強
力
に
支
援
す
る
部
門
に
欠

け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て

な
り
ま
せ
ん
。

企
画
財
政
課
な
り
経
済
課

な
り
に
、
地
場
産
業
支
援
グ

ル
ー
プ
を
設
け
、
積
極
的
に

働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

答

地
場
産
業
を
支
援
・
育
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清
船
　
豊
志

将
来
に
お
け
る

大
川
東
高
校
跡
地
の

利
用
に
つ
い
て

問

大
川
東
高
校
跡
地
を
小
中

一
貫
教
育
の
学
校
に
し
、
東
か

が
わ
市
の
特
徴
あ
る
教
育
の
場

に
す
れ
ば
ど
う
か
。

そ
し
て
学
校
の
跡
地
は
、
各

地
域
の
防
災
公
園
、
生
涯
学
習

施
設
、
駐
車
場
等
に
整
備
を
図

れ
ば
ど
う
か
。

い
町
並
み
が
残
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
路
地

を
挟
ん
で
民
家
が
密
集
し
て
お

り
、
地
域
の
皆
様
の
憩
い
の
場

と
な
る
よ
う
な
地
区
公
園
や
散

策
の
た
め
に
訪
れ
た
方
の
駐
車

す
る
場
所
が
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

新
市
の
建
設
計
画
に
も
掲
げ

て
あ
る
引
田
地
区
を
魅
力
あ
る

観
光
文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備

す
る
た
め
十
分
検
討
す
る
。

問

住
民
の
多
く
は
、
将
来
の

市
の
財
政
負
担
を
強
い
る
新
庁

舎
建
設
に
は
、
反
対
が
多
数
で

あ
る
。
私
た
ち
日
本
共
産
党
が

昨
年
七
月
に
実
施
し
た
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
新
し
い
庁
舎

建
設
計
画
に
つ
い
て
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
必
要
な
い
―
五
二
・

三
％
、
し
ば
ら
く
は
今
の
ま
ま

で
よ
い
―
三
七
・
三
％
、
早
く

建
て
る
べ
き
だ
―
一
〇
・
四
％

で
あ
っ
た
。
こ
の
住
民
の
気
持

を
理
解
し
、
市
長
は
「
在
任
中

は
、
新
庁
舎
は
建
設
し
な
い
」

と
表
明
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

ま
た
、
将
来
、
住
民
か
ら

「
分
庁
舎
体
制
は
不
便
だ
か
ら

や
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が

多
数
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
新

庁
舎
の
建
設
は
中
止
し
、
現
在

の
白
鳥
に
あ
る
本
庁
舎
を
建
て

増
し
し
て
で
も
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
が

ど
う
か
。
今
、
多
く
の
市
民
が

願
っ
て
い
る
の
は
、
立
派
な
新

庁
舎
建
設
で
な
く
、
暮
し
や
福

祉
の
た
め
に
こ
そ
予
算
を
使
う

べ
き
だ
と
考
え
る
。
市
長
の
見

解
は
ど
う
か
。

答

現
在
の
三
つ
の
庁
舎
は
、

い
ず
れ
も
耐
震
性
の
面
に
お
い

て
非
常
に
問
題
が
あ
る
。
震
災

の
発
生
へ
の
備
え
、
危
機
管
理

は
、
東
か
が
わ
市
に
と
っ
て
優

先
度
の
高
い
も
の
。危
機
管
理
、

効
率
、
行
政
コ
ス
ト
の
観
点
か

ら
既
存
の
庁
舎
を
使
用
し
続
け

る
こ
と
は
、
問
題
の
先
送
り
と

な
り
、
根
本
的
解
決
に
な
ら
な

い
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

新
庁
舎
の
建
設
は
検
討
す
べ
き

課
題
で
あ
る
と
の
認
識
で
あ
る
。

問

①
路
線
②
料
金
設
定
に
住

民
の
声
を
反
映
さ
せ
て
い
る
か
、

又
③
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
と
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答
①
五
名
、
福
栄
線
の
白
鳥
病

院
ま
で
の
路
線
延
長
に
つ
い
て

は
、
大
川
自
動
車
株
式
会
社
及

び
白
鳥
病
院
と
の
協
議
の
中
で
、

白
鳥
病
院
の
敷
地
内
に
直
接
乗

り
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

と
の
方
向
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

今
後
病
院
と
協
議
し
て
利
用
者

の
期
待
に
応
え
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

②
現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
基
づ
き
、
四
国
運
輸
局
、
県

交
通
政
策
課
等
の
関
係
機
関
と

協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
は
、
公
共
交
通
に
つ

い
て
の
見
識
者
、
関
係
団
体
の

方
々
等
で
組
織
す
る
検
討
委
員

会
的
な
も
の
を
立
ち
上
げ
て
具

体
的
な
検
討
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

③
調
査
結
果
の
分
析
で
は
、

路
線
バ
ス
の
存
続
を
望
む
方
が

答

引
田
小
学
校
は
、
本
年

度
の
調
査
で
補
強
工
事
は
不

可
能
で
建
て
替
え
が
適
当
で

あ
る
と
の
結
果
が
で
て
い
る
。

少
子
化
に
伴
う
児
童
・
生

徒
の
減
少
や
地
域
環
境
の
変

化
、
地
理
的
な
条
件
等
か
ら

大
川
東
高
等
学
校
跡
に
引
田

小
学
校
を
移
転
し
、
将
来
的

に
は
引
田
中
学
校
の
移
転
及

び
小
学
校
と
の
統
合
に
よ
る

モ
デ
ル
的
な
小
中
一
貫
校
も

視
野
に
、
周
辺
一
帯
を
ス
ク

ー
ル
ゾ
ー
ン
に
す
れ
ば
ど
う

か
と
い
っ
た
案
も
浮
上
し
て

い
る
。

一
方
、
引
田
地
区
に
は
古

東
本
　
政
行

新
庁
舎
建
設
計
画
は

中
止
せ
よ

木
村
　
ゆ
み

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
事
業
に
つ
い
て

▲市の拠点本庁舎

▲地域に貢献してきた大川東高校
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問

児
童
虐
待
に
つ
い
て
市
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

伺
い
致
し
ま
す
。

答

児
童
虐
待
は
、
子
供
の
心

身
の
発
達
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
る
も
の
で
あ
り
、
発
生
の
予

防
と
と
も
に
、
早
期
発
見
、
早

期
対
応
が
極
め
て
重
要
で
す
。

香
川
県
で
も
児
童
相
談
所
に
寄

せ
ら
れ
る
相
談
件
数
が
こ
こ
三

年
間
で
三
倍
以
上
に
急
増
し
て

い
る
。
現
在
、
本
市
で
も
事
象

が
発
生
し
て
お
り
、
警
察
・
県

児
童
相
談
所
等
に
お
い
て
指
導

対
応
し
、
見
守
り
を
続
け
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
本
市
に

お
い
て
も
、
平
成
十
五
年
十
月

二
九
日
に
、「
東
か
が
わ
市
児
童

虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

連
絡
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
の
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
市
の
児
童
福
祉

主
管
課
な
ど
が
中
心
と
な
り
、

児
童
相
談
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー

や
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
、

警
察
、
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
、
医
療
機
関
、
民
間
協
力

団
体
な
ど
様
々
な
機
関
で
構
成
。

児
童
虐
待
へ
の
対
応
と
し
て
は

行
政
の
積
極
的
な
取
り
組
み
は

も
ち
ろ
ん
、
関
係
機
関
や
地
域

住
民
等
の
密
接
な
連
携
、
協
力

が
不
可
欠
で
あ
り
、
市
民
ぐ
る

み
で
の
対
応
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
行
動
指
針
と

な
る
べ
き
、
行
動
計
画
を
策
定

し
、
児
童
虐
待
防
止
政
策
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
子
供
た
ち

が
穏
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
た
め

の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

大
半
を
占
め
、
存
続
及
び
利
用

促
進
の
た
め
の
具
対
策
と
し
て
、

新
ル
ー
ト
の
設
置
や
運
賃
の
値

下
げ
を
多
く
の
方
が
挙
げ
て
い

ま
す
。
運
賃
設
定
で
は
、「
均
一

料
金
」
を
望
む
声
が
最
も
多
く

次
い
で
「
距
離
も
考
慮
し
な
が

ら
段
階
的
に
均
一
運
賃
を
設
定

す
る
方
が
よ
い
」
と
の
意
見
で

し
た
。
な
お
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
慎
重
な

対
応
を
求
め
る
声
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
先
の
検
討
委
員
会
に
お

い
て
方
向
性
を
決
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

尾
　
　
照
子

問

宇
治
小
学
校
で
、
発
生
し

た
事
件
後
、
市
内
の
安
全
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
特

に
工
事
車
両
の
多
い
三
本
松
小

学
校
は
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

又
、
耐
震
性
に
問
題
の
あ
る

小
学
校
は
何
校
あ
り
、
今
後
ど

の
よ
う
に
改
修
を
す
す
め
る
計

画
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

通
行
が
多
く
、
学
校
活
動
中
も

東
正
門
、
西
門
は
門
扉
が
開
い

て
い
る
が
、
ガ
ー
ド
マ
ン
を
配

置
す
る
と
と
も
に
、
不
審
者
の

侵
入
等
に
注
意
を
払
う
よ
う
指

導
し
て
い
る
が
充
分
な
安
全
対

策
が
取
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

耐
震
性
に
問
題
の
あ
る
学
校

数
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
七
年

の
建
築
基
準
法
改
正
以
前
の
建

物
と
さ
れ
て
お
り
、
耐
震
診
断

を
実
施
し
て
い
な
い
建
物
は
十

二
校
中
八
校
、
改
修
計
画
は
、

現
在
検
討
中
で
、
耐
震
補
強
、

大
規
模
改
修
、
全
面
新
築
、
統

廃
合
す
べ
き
施
設
等
、
総
合
的

に
勘
案
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。
三
本
松
小
学
校
改
修
工
事

の
例
も
十
分
に
評
価
、
検
討
し

な
が
ら
、
学
校
施
設
整
備
及
び

安
全
対
策
に
つ
い
て
計
画
し
て

ま
い
り
た
い
。

飛
谷
　
美
江

児
童
虐
待
に
つ
い
て

▲市民の足になるコミュニティバス

▲改修が進む三本松小学校

答

市
内
学
校
の
安
全
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

学
校
に
お
い
て
「
学
校
警

備
、
防
災
計
画
」
の
計
画
、

警
察
と
の
連
携
、
施
設
面

の
工
夫
充
実
、
通
学
路
の

点
検
や
緊
急
避
難
場
所
の

機
能
確
保
、
保
護
者
や
自

治
会
及
び
各
種
団
体
と
の

連
携
を
密
に
行
う
な
ど
、

先
日
の
宇
治
市
と
同
様
な

事
件
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、

諸
施
策
を
講
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
三
本
松
小
学

校
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘

の
と
お
り
、
工
事
車
両
の
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問
①
県
と
の
協
議
の
中
で
、
東

か
が
わ
市
と
し
て
取
得
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
土
地
が
有
る
や

に
聞
き
及
ん
で
い
る
が
、
有
償

な
の
か
無
償
な
の
か
。
②
取
得

し
た
後
に
、
ど
の
様
な
利
用
を

考
え
て
い
る
の
か
。

問

埼
玉
県
志
木
市
で
は
、
市

民
団
体
へ
の
委
託
を
増
や
す
行

政
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
に
よ
り
二

〇
一
二
年
ま
で
に
職
員
数
を
約

五
〇
〇
人
か
ら
二
〇
〇
人
に
減

ら
す
「
地
方
自
立
計
画
」
を
進

め
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
開
放
を

積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
長
の
基
本
姿

勢
を
伺
い
た
い
。

答

志
木
市
の
大
胆
な
挑
戦
に

つ
い
て
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
紹

介
さ
れ
注
目
を
集
め
て
い
る
。

人
口
規
模
六
万
六
千
人
の
同
市

で
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
二

〇
年
間
の
計
画
期
間
で
地
方
自

立
計
画
を
策
定
し
、「
日
本
一
あ

た
た
か
い
、
ロ
ー
コ
ス
ト
（
低

い
費
用
と
）、
ロ
ー
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト（
低
い
運
営
費
用
で
）

の
ま
ち
」
を
め
ざ
す
と
い
う
長

期
的
で
大
胆
な
地
方
自
立
構
想

を
描
い
て
お
り
、
す
で
に
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
窓
口
業
務

等
の
一
部
を
行
政
パ
ー
ト
ナ
ー

が
担
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

私
は
、公
共
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

民
間
で
可
能
な
も
の
は
努
め
て

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
業
務
の

外
部
委
託
。
業
務
の
一
部
、
特

に
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
運

用
・
保
守
な
ど
を
外
部
の
企
業

に
委
託
す
る
こ
と
）
に
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
の
持
論
で
あ

り
、
ロ
ー
コ
ス
ト
で
よ
り
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
が
可
能

で
あ
る
と
の
考
え
を
も
っ
て
い

る
。
現
在
公
募
に
よ
る
策
定
委

員
を
中
心
に
進
行
計
画
の
策
定

作
業
に
入
っ
て
い
る
が
早
い
機

会
に
市
民
を
交
え
て
本
市
の
行

財
政
改
革
大
綱
や
職
員
の
定
員

管
理
計
画
を
ま
と
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
際
志
木
市
の

取
り
組
み
を
参
考
に
す
る
と
と

も
に
同
市
が
周
辺
三
市
と
の
合

併
調
整
を
進
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
合
併
後
に
お
け
る
地
方
自

立
計
画
の
進
行
管
理
に
も
注
目

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答

三
本
松
港
の
埋
立
て
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
香
川
県
が

事
業
主
体
と
し
て
平
成
二
年
着

手
後
、平
成
十
四
年
に
竣
工
し
、

県
で
作
成
し
て
い
る
埋
立
免
許

の
土
地
利
用
計
画
で
は
、
護
岸

用
地
約
二
六
〇
〇
㎡
、
中
小
企

業
用
地
約
二
五
一
〇
〇
㎡
、
住

宅
用
地
約
三
四
八
〇
〇
㎡
、
漁

業
関
連
用
地
約
一
〇
三
〇
〇
㎡
、

下
水
処
理
場
用
地
約
二
七
九
〇

〇
㎡
、
港
湾
関
連
用
地
約
一
四

七
〇
〇
㎡
、
公
園
・
緑
地
用
地

約
一
二
九
〇
〇
㎡
、
道
路
用
地

約
九
二
〇
〇
㎡
、
合
計
で
お
よ

そ
一
三
七
五
〇
〇
㎡
の
土
地
が

出
来
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
住

宅
用
地
、
下
水
道
関
連
用
地
、

漁
業
関
連
用
地
の
合
計
約
七
三

〇
〇
㎡
に
つ
い
て
、
現
在
、
港

湾
課
と
の
間
で
買
収
等
に
係
る

協
議
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

取
得
後
の
利
用
で
す
が
、
何

を
す
る
に
も
下
水
処
理
の
問
題

が
で
て
ま
い
り
ま
す
。
た
と
え

先
行
し
て
住
宅
な
り
工
場
を
建

設
し
て
も
現
時
点
で
は
合
併
浄

化
槽
な
ど
で
対
応
し
、
下
水
処

理
場
が
完
成
後
は
取
り
除
く
と

問
①
災
害
時
の
安
全
管
理
に
つ

い
て
市
長
の
所
見
を
お
伺
い
し

ま
す
。

②
引
田
地
区
で
オ
フ
ト
ー
ク

の
放
送
が
遅
く
、
住
民
よ
り
悪

評
を
か
っ
て
い
る
。
再
発
な
き

よ
う
万
全
の
対
策
を
求
め
た
い
。

③
家
火
災
時
の
サ
イ
レ
ン
の

鳴
り
方
が
変
だ
と
云
う
声
が
あ

る
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

④
ポ
ン
プ
排
水
施
設
が
多
く

あ
り
、
修
理
、
整
備
が
必
要
な

箇
所
が
有
る
が
、
市
長
の
所
見

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

関
係
職
員
に
対
し
て
は
、

防
災
研
修
を
実
施
し
、
災
害
時

い
っ
た
投
資
の
無
駄
が
で
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
ず
下
水
処
理
場

の
整
備
が
第
一
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

又
、市
の
総
合
計
画
の
中
で
、

あ
る
べ
き
将
来
像
に
つ
い
て
十

分
に
議
論
を
重
ね
、
ま
た
議
員

の
皆
様
方
の
ご
意
見
も
伺
い
な

が
ら
、
利
用
計
画
を
考
え
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

楠
田
　
　
敬

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間

開
放
推
進
に
つ
い
て

石
橋
　
英
雄

三
本
松
港
埋
立
て

用
地
活
用
に
つ
い
て

好
村
　
昌
明

災
害
対
策
に
つ
い
て

▲整備された三本松港埋立て地
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問

大
型
化
し
た
給
食
セ
ン
タ

ー
は
、
輸
入
食
品
、
冷
凍
食
品

が
多
く
使
わ
れ
る
こ
と
が
他
の

例
で
も
見
ら
れ
、
一
箇
所
で
四

千
食
分
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
我
が
街
で
も
同
じ
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
近
年
、
帰
農
者

も
増
え
、
地
場
産
の
農
産
物
を

楽
し
ん
で
作
る
人
も
多
く
な
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
に
安
心
し
て

食
べ
て
も
ら
え
る
食
材
を
、
顔

の
見
え
る
生
産
者
よ
り
求
め
る

こ
と
が
、
地
域
産
業
の
活
性
化

や
子
ど
も
の
体
や
心
を
育
て
る

こ
と
に
繋
が
る
。
参
加
で
き
る

農
業
者
を
募
り
、
給
食
に
生
か

せ
る
よ
う
計
画
し
て
は
ど
う
か
。

答

当
市
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

地
元
産
の
ハ
マ
チ
や
ミ
ニ
ト
マ

ト
、
椎
茸
、
パ
セ
リ
等
を
使
用

問

東
南
海
・
南
海
地
震
防
災

対
策
推
進
地
域
に
追
加
指
定
を

さ
れ
た
が
、
大
綱
に
沿
っ
た
防

災
計
画
を
見
直
し
、
災
害
時
対

応
や
、
自
主
防
災
組
織
が
機
能

す
る
よ
う
、
指
導
、
助
言
を
充

実
す
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を

伺
い
た
い
。

答

十
二
月
十
六
日
、
政
府
の

中
央
防
災
会
議
が
発
表
し
た
防

災
対
策
推
進
地
域
に
本
市
が
指

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
現
在

策
定
中
の
地
域
防
災
計
画
に
推

進
計
画
を
盛
り
込
ん
で
い
く
こ

と
に
な
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
手
法
、
工
程
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
国
、
県
の
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
策
定
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
過

程
で
は
、
本
市
の
防
災
会
議
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
実
際
の

災
害
で
十
分
効
力
の
発
揮
で
き

る
も
の
に
作
り
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
地
域
防
災
計
画
に
き

ち
ん
と
位
置
づ
け
た
上
で
、
そ

の
育
成
、
指
導
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
合
併
し

て
か
ら
こ
れ
ま
で
は
、
市
の
全

体
的
な
シ
ス
テ
ム
作
り
、
自
主

防
災
組
織
で
あ
れ
ば
そ
の
結
成

手
法
な
ど
に
力
を
注
い
で
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
結
成
さ
れ

た
組
織
を
い
か
に
運
営
し
、
行

政
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
か
を
き
ち
ん
と
整
理
し
、
そ

の
整
理
し
た
結
果
を
住
民
に
よ

く
知
ら
し
め
、
実
行
し
て
も
ら

に
お
け
る
適
正
な
判
断
力
を
養

成
し
、
災
害
応
急
対
策
の
効
果

的
な
実
施
を
図
れ
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
震
等
の

広
域
的
な
災
害
発
生
時
に
は
、

行
政
の
防
災
・
救
助
機
関
だ
け

で
は
活
動
が
困
難
と
な
る
た
め
、

被
害
の
拡
大
防
止
等
に
は
市
民

の
皆
様
が
「
自
ら
の
身
の
安
全

は
自
ら
が
守
る
」
防
災
の
基
本

理
念
で
、
平
常
時
か
ら
災
害
に

対
す
る
備
え
を
心
が
け
る
と
と

も
に
、
的
確
な
判
断
に
基
づ
き

行
動
が
で
き
る
よ
う
広
報
誌
、

防
災
訓
練
を
通
じ
て
、
災
害
に

関
す
る
知
識
や
防
災
対
応
に
つ

い
て
、
住
民
に
周
知
・
啓
発
を

実
施
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

オ
フ
ト
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

本
庁
舎
の
操
作
か
ら
引
田
庁
舎

で
の
操
作
に
変
更
し
、
よ
り
迅

速
で
正
確
な
操
作
が
で
き
る
よ

う
改
善
い
た
し
ま
し
た
。

サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て
は
、
四

月
か
ら
供
用
開
始
し
た
、
地
域

防
災
無
線
施
設
に
更
新
し
、
市

庁
舎
よ
り
集
中
制
御
し
て
お
り
、

各
庁
舎
と
も
同
じ
音
色
に
調
整

し
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
修
理
は
、
台
風
の
影

響
で
市
内
数
箇
所
に
お
い
て
床

下
浸
水
が
懸
念
さ
れ
、
修
善
を

要
す
る
急
な
も
の
に
つ
い
て
、

七
千
八
百
万
円
の
予
算
内
で
修

理
を
行
い
、
平
成
十
六
年
度
以

降
に
お
い
て
も
継
続
し
て
残
さ

れ
た
箇
所
の
修
繕
及
び
改
修
を

し
て
参
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

う
必
要
が
あ
り
、
今
後
は
、
こ

う
い
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
た
上

で
、
本
市
の
防
災
対
策
を
検
討

・
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

鈴
江
代
志
子

学
校
給
食
に
地
元

農
水
産
物
利
用
を

矢
野
　
昭
男

防
災
対
策
に
つ
い
て

▲古川浄水場

▲自主防災に取り組む帰来自治会の皆さん
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す
る
献
立
を
工
夫
し
、「
地
産
地

消
」
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
し
か
し
食
数
の
多
い

学
校
給
食
で
は
、
一
度
に
多
く

の
地
元
の
食
材
を
入
手
す
る
の

が
困
難
な
こ
と
、
食
材
の
規
格

が
揃
っ
て
い
な
い
と
調
理
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
、
農
薬
使
用

に
よ
る
食
品
の
安
全
管
理
、
食

材
へ
の
虫
の
混
入
等
の
観
点
か

ら
、
本
格
的
に
取
り
組
も
う
に

も
課
題
が
多
く
、
充
分
に
取
り

組
め
て
い
な
い
の
も
現
状
で
あ

る
。
Ｊ
Ａ
東
讃
支
部
・
大
内
支

部
と
も
産
地
直
売
所
が
盛
ん
で

あ
る
の
で
、
安
定
し
た
生
産
者

の
組
織
化
を
進
め
、
組
織
を
利

用
し
、
給
食
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
を
密
に
す
る
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
大
切
。
計
画
中
の
セ
ン

タ
ー
で
は
、
関
係
機
関
と
の
協

議
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地

元
食
材
が
利
用
で
き
る
割
合
を

高
め
、「
地
産
地
消
」
を
推
進
し
、

減
反
農
地
の
有
効
利
用
に
も
努

め
る
。

問

新
川
改
修
事
業
の
進
捗
状

況
又
、
国
道
三
一
八
号
と
の
交

差
部
分
の
改
修
計
画
と
国
道
部

分
と
の
整
合
性
、
湊
川
改
修
事

業
の
整
備
並
び
に
市
道
改
良
計

画
、
神
越
橋
上
流
部
よ
り
藤
井

橋
間
の
市
道
改
良
計
画
と
と
も

に
藤
井
橋
か
ら
上
流
部
の
河
川

改
良
計
画
。
次
に
、
五
名
ダ
ム

建
設
に
つ
い
て
建
設
採
択
の
見

通
し
は
、
又
、
ダ
ム
完
成
後
の

水
需
要
は
ど
う
な
る
の
か
を
、

お
尋
ね
し
ま
す
。

答

新
川
改
修
事
業
の
進
捗
状

況
は
、
本
年
度
施
行
分
も
含
め

て
約
三
十
五
％
の
進
捗
で
す
。

ま
た
用
地
取
得
も
九
十
％
を

超
え
て
お
り
一
日
も
早
い
完
成

を
県
に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。
国
道
三
一
八
号
と
の
交

差
す
る
部
分
は
非
常
に
危
険
な

状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
安
全
性

を
十
分
考
慮
す
る
よ
う
強
く
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
道
湊
川
堤
防
線
の
改
良
に

つ
い
て
は
、
単
県
等
事
業
手
法

を
勘
案
し
な
が
ら
河
川
改
修
計

画
と
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
順

次
道
路
改
良
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

藤
井
橋
か
ら
上
流
に
つ
き
ま

し
て
も
管
理
道
の
整
備
な
ど
河

川
改
修
計
画
が
で
き
て
お
り
ま

す
。五

名
ダ
ム
再
開
発
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
事
業
採

択
の
見
通
し
に
つ
き
ま
し
て
、

国
の
事
業
も
抜
本
的
見
直
し
が

行
わ
れ
て
い
る
状
況
の
中
、
依

然
厳
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
水
の
需
要
に
つ
き
ま
し
て

は
今
後
ま
す
ま
す
増
大
す
る
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

湊
川
水
系
に
は
、
ダ
ム
整
備

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
た
だ
財
政
的
な
考
え
を

申
し
ま
す
と
先
行
き
不
透
明
な

社
会
情
勢
の
中
で
後
年
に
多
大

な
財
政
負
担
を
強
い
る
こ
と
が

果
た
し
て
ど
う
な
る
の
か
と
い

っ
た
懸
念
を
抱
い
て
い
る
の
も

事
実
で
あ
り
ま
す
。

大
山
　
圓
賀

湊
川
総
合
開
発
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

▲楽しい給食風景

▲再開発予定の五名ダム

東かがわ市

五名ダム再開発
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。新

市
が
誕
生
し
初
め
て
の
お

正
月
、
皆
様
つ
つ
が
な
く
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
議
会
に
と
っ
て
は
、
多

難
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
こ

の
た
び
住
民
の
皆
様
か
ら
新
し

く
選
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

私
共
、
初
心
を
忘
れ
ず
合
併
後

の
重
要
な
課
題
や
諸
問
題
を
皆

様
に
的
確
に
お
伝
え
す
る
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
、
新
し
い
編

集
委
員
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
今
年
も
皆
様
に
と
っ
て
平

穏
な
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心

よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

編
集
委
員
一
同

４
日
　
臨
時
議
会

８
日
　
議
会
運
営
委
員
会

15
日
　
本
議
会

16
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

17
日
　
民
生
常
任
委
員
会

18
日
　
建
設
経
済
常
任
委
員
会

24
日
　
本
議
会
（
一
般
質
問
）

25
日
　
本
議
会

28
日
　
議
員
協
議
会

各
委
員
会
及
び
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

各
委
員
会
及
び
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

委
員
長

尾

�

照
　
子

副
委
員
長

鈴
　
江
　
代
志
子

木
　
村
　
ゆ
　
み

楠
　
田
　
　
　
敬

井
　
上
　
弘
　
志

田
　
中
　
貞
　
男

元
　
網
　
正
　
具

橋
　
本
　
　
　
守

東
　
本
　
政
　
行

田
　
中
　
孝
　
博

井
　
上
　
弘
　
志

池
　
田
　
禎
　
広

大
　
山
　
圓
　
賀

安
　
西
　
忠
　
重

委
員
長

飛
　
谷
　
美
　
江

副
委
員
長

安
　
西
　
忠
　
重

尾

�

照
　
子

橋
　
本
　
　
　
守

西
　
川
　
良
　
則

板
　
坂
　
良
　
彦

石
　
橋
　
英
　
雄

藤
　
井
　
秀
　
城

11
月

12
月

1
月

６
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

13
日
　
全
員
協
議
会

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

14
〜
16
日
　
新
人
議
員
研
修

19
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

21
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

28
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

30
日
　
建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

大
川
広
域
行
政
組
合

議
会
議
員

元
　
網
　
正
　
具

西
　
川
　
良
　
則

（
さ
ぬ
き
市
・
三
木
町
）

東
か
が
わ
市
他

一
市
一
町
組
合
議
会
議
員

原
　
井
　
則
　
佳

監

査

委

員

広
報
特
別
委
員
会

お
断
り

九
月
定
例
議
会
の
「
議
会
だ
よ

り
」
が
市
議
会
解
散
に
よ
り
発
行

中
止
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
断

り
致
し
ま
す
。


